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インプラント治療のコンサルテーションと
基本的検査事項

	 コンサルテーションの重要性

　現在の歯科治療においてコンサルテーション

（医療面接）を十分に行うことは、とても重要です。

それはインプラント治療に限ったことではなく、

すべての歯科治療において、病態の原因を診査・

診断して治療内容を明確にコンサルテーションし

なければなりません。そうすることで、インフォ

ームド・コンセント（患者さんの理解と同意）が

得られ、治療の成功に大きく結びつくからです。

　インプラント治療では、インプラント埋入に関

する外科手術と欠損部の補綴治療を行うことから、

患者さんは外科的侵襲からの痛みや腫れに関する

ことや、装着する補綴物の耐久性や審美性に関す

ることを質問されます。歯科衛生士のみなさんは、

インプラント治療の利点と欠点１）（表１）を理解し、

それらの質問に可能な限り、明確な答えをもって
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円滑なインプラント治療を行えるように対処しな

ければなりません。

　今月号では、歯科衛生士に理解してほしいイン

プラント治療のコンサルテーションの内容と、検

査に関する基礎的事項を解説したいと思います。

インプラント治療の利点 インプラント治療の欠点

・天然歯のように咬むことができる。
・�残存歯に負担をかけることなく、欠損部を修復す
ることができる。
・隣在歯を削らなくてよい。
・う蝕（カリエス）にならない。
・義歯のように歯槽骨の吸収がない。
・欠損部の隣在歯や対合歯の移動が防げる。
・審美性を回復できる。
・QOLが向上する。

・�インプラントを埋入するための手術が必要（イン
プラント埋入手術、骨移植、歯肉移植等）

・�健康保険が適応されない自費治療であり、高額で
ある。

・治療期間が長くかかる。
・定期健診、メインテナンスが必須である。
・喫煙者には不向きである。
・全身疾患がある場合、受けられないことがある。

表❶　インプラント治療の利点・欠点（参考文献１より引用改変）

図❶　インプラント治療のコンサルテーション（術者）。
Ｘ線写真や診断用模型を用いて患者さんの状態を説明する。
コンピュータを使って、イラストや写真で説明し、治療の
概要をイメージしてもらうことが大切である。このとき歯
科衛生士はできる限り同席し、主治医の治療方針や患者さ
んの要望、個性を把握することが大切である
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図❷ a　歯牙欠損を放置したことが原
因で口腔内が崩壊している症例。54歳、
男性。奥歯でしっかり咬めないことを
主訴に来院。５年以上前から臼歯部の
歯牙欠損を放置しており、約１年前か
ら小臼歯、犬歯と補綴物の脱離を繰り
返し、歯根破折によって歯牙を失った

	 インプラント治療における	
基本的なコンサルテーション

　インプラント治療は、何らかの理由により歯を

失われることによって起こる歯牙欠損からコンサ

ルテーションが始まります（図１）。

　現在では患者さんは、多くの雑誌・広告、また

はインターネット等の情報によって、インプラン

ト治療のことを知っています。ところが、実際に

は患者さんの多くは、抜歯後の歯牙欠損により、

口腔内の機能と審美性が崩壊していくことへの認

識は、それほど高くないように思われます（図２

a、b）。歯を失い、ブリッジによって欠損部を補

インプラント治療における	
基本的なコンサルテーション

綴した場合では、それほど不都合に感じられるこ

とはありませんが、やがて欠損が進み、局部床義

歯（パーシャルデンチャー）によって補綴処置を

行わなければならなくなった段階になって、初め

て歯を失っていくことの重大さを認識される患者

さんが目に付きます。歯を失った場合に、その治

療法だけを説明するのではなく、失った原因を理

解してもらうことがもっとも大切なのです。

　また、インプラント治療が従来のブリッジやパ

ーシャルデンチャーと同様の欠損補綴治療の一手

段であることを認識しておく必要があります。一

般的な治療と思われているブリッジの支台となる

天然歯を削ることや、パーシャルデンチャーのた

図❷ｂ　歯牙欠損部に対してインプラント治療を行った。術前（左）、　インプラント埋入後（右）。患者さんは、欠損部に
インプラント治療と全顎的な補綴治療を受けることとなった



舌のレッスンで顎がすっきり！
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	舌を挙上する筋肉を鍛える

編集部（以下、編）：２月号ではMFT の基

本となる「スポットポジション」を教えてい

ただいたのですが、舌は上顎にあるほうがよ

いのはなぜですか？

入江：舌の位置を口蓋に挙げることで圧力が

上方向になり、歯や顎骨を外側に押し出す力

が軽減されます。そして舌によって上顎を支

えることになります。

編：ということは、義歯の安定にもよいとい

うことでしょうか。

入江：そのように言われています。ですから、

舌は舌尖だけでなく全体が口蓋に持ち上がっ

た状態のほうがよりよいのです。それでは

29歳の女性の症例（図１）を見てください。

入江：それでは下顎を裏から見てみましょう

（図２ａ、ｂ）。

図❶　左：初診時、右：MFT開始より１年４ヵ月後

  MFTとはどんな指導法なのですか？　 マイオファンクショナルセラピー（MFT）は、1993年よ
り歯科衛生士教本の『歯科矯正学』にも載っており、日
本の歯科診療に徐々に浸透してきている指導法です。
　口呼吸等が原因で、口腔周囲筋の機能が十分発達で
きなかった患者さんに、正常な機能のテクニックや、必
要な筋トレーニングを指導して、自らの力で歯や健康
を守るように導く方法です。（１月号参照）

編：この患者さんはトレーニング後口唇が引

き締まって、随分顎もすっきりしましたね。
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図❷ａ、ｂ　下顎の骨と筋肉の分布の様子

編：なるほど。中央部には骨の支えがないの

で筋力が落ちると……。

入江：それでは、下顎の中に入っているおも

な筋肉を見てください（図３）。

編：舌の下に「舌」の字がついた筋肉がたく

さんありますね。

入江：舌を挙上する筋肉は外舌筋で、下顎の

中に位置しています。今回は、顎すっきりの

ためにも舌全体を挙上する筋力アップのレッ

スンを紹介しましょう。

舌体（内舌筋）
茎突舌筋

舌骨舌筋

舌骨
顎舌骨筋

オトガイ
舌骨筋

オトガイ舌筋

図❸　内舌筋と外舌筋

MFT指導前 MFT指導後
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：舌はなるべく口蓋に密着させるように吸い付けてから音
が出るくらいはじきます。
：注意点はありますか？
：スポットを意識すると舌が後方へ行き過ぎる人がいます
ので、最初は少し前方にして舌全体が吸い付くようにしま
しょう。ゆっくり10回から始め、慣れたら少しずつ20〜30
回くらいまで回数を増やします。

MFT体験記〜その２

←どちらでも→

１．ポッピング（舌を挙上する筋肉のトレーニング）

図❹　舌全体を口蓋に吸い付けてか
ら「ポン」とはじく

—必ず鏡を見ながら行いましょう—
：思ったように舌を動か
すのは難しいですね。
：慣れてきたら舌小帯を
３秒間よく伸ばしてから「ポ
ン」とはじきましょう。痛
い感じがするかもしれませ
んが、筋肉痛ですので心配
は要りません。ただし回数
を減らす等、無理をしない
でね。

図❺　編集部体験；ポッピングの練習は必ず鏡を見ながら行い、舌小帯が
伸びていることを確認する

２．ポッピングができない人のために

図❻　ポッピングの失敗例。舌尖が
内側に丸まって入ってしまう

：ポッピングのときに、舌の挙上力の弱い人は、舌尖が内
側に入って全体を挙上できないのです。
：舌は、いつも見えないところにあるので存在を忘れてい
ますから、思い通りに動かせない人もいますよね。
：ポッピングができない人は、舌をよく意識できるように
マッサージをするのが効果的です。舌全体のマッサージを２、
３回した後にポッピングをしてみましょう。少しずつポッピ
ングができるようになりますので、何度か繰り返します。

—舌背マッサージ—（※必ず鏡を見ながら行いましょう）

図❼　編集部体験；アイスの棒等木製のもので舌を中央から舌尖に向かってゆっくり撫でる

：とくに舌尖は丁寧にマッサージしたほうがよいのですね。
：矢印のように中央、右、左の３方向に優しく撫でて、丸
まりやすい舌尖を丁寧に。「ザラザラしているのは味蕾といっ
て味を感じるところですよ」等と説明して、舌に関心をもっ
てもらうようにしています。

撮影協力：㈱ソニックテクノ　写真協力：ポール矯正歯科センター
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